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機種ごとのメーカ指定使用燃料油性状を外れている 特に、水分の混入はないか。

（特に、引火点・セタン価・水分　等） 長期保管されている燃料タンク内でのドレンの発生など

燃料の入替えやドレン切りなどによる水分の除去

メーカー指定の油種（A重油・軽油・灯油　等）になっていない

機種ごとのメーカ指定使用燃料油性状を外れている

指定されている潤滑油の粘度の確保

設置地域（寒冷地など）に対応していない潤滑油の使用 燃料油混入（ダイリューション）の対策

定期的な交換（２年ごと）による劣化対策

水分や燃料油などが混入している

無負荷または連続低負荷運転 日常の無負荷試運転は、１０分以内に押さえる
停止時のヒータ保温効果の低下または故障 冷却水ヒータ作動の確認（触手など）

ノズルチップの不良 2年ごとの燃料噴射弁の噴霧圧力試験を実施

噴霧圧力の異常（圧力低下など） ４年ごとの燃料噴射弁のノズルチップの交換

プランジャ、バーレルの摩耗 4年ごとの燃料フィードポンプ交換を推奨

吐出圧力の変動（バラツキ・低下など） 8年ごとの燃料噴射ポンプの点検整備を推奨

シリンダヘッド燃焼面の亀裂

大事故に繋がります。

シリンダヘッドｶﾞｽｹｯﾄの損傷 運転前の潤滑油量の確認や密閉式の冷却水

の場合は、冷却水量の確認が重要です。

ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅの亀裂

バルブクリアランスの調整不良 毎年1回の計測調整が必要です。

吸排気弁の摩耗、シートリングの摩耗による吹き抜け 給気温度、排気温度の継続調査

回転数のハンチング等の現象の確認

吸気フィルターの汚れ

インタークーラの詰り 吸気圧力の減少はないか

給気温度の上昇はないか

タービンブレード／ブロアの汚れ タービンの手回し確認

プレクリーナの不良

ピストンリングの摩耗、張力低下

ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅの摩耗

吸排気弁のバルブステムシールの不良

シリンダヘッドへの注油量過多

スピードスイッチ
ガバナスイッチ

グロープラグ 配線またはグロープラグ本体の不良 抵抗値、断線の確認

ヒータ制御用スイッチ 制御用温度スイッチの不良 温度スイッチの単体動作試験実施

次ページの黒煙FTAを御参照
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テスト装置による模擬信号での設定値確認

冷却水系統の不良 燃焼室へ冷却水の混入

オイルが燃焼室に混入
オイルアップ現象（クランクケースからシリンダ内へ）

オイルダウン現象（シリンダヘッドからシリンダ内へ）

吸排気系統の不良

潤滑油系統の不良

使用燃料油の性状不良

使用潤滑油の性状不良
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燃料油の不良

潤滑油の不良
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始動直後の問題

燃料噴射弁の不良

燃料噴射ポンプの不良

燃料噴射タイミングの不適

吸排気弁の不良

吸気量の過不足

ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰの不良

燃料系統の不良
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着火速度検出の不適 設定不良 燃料運転切替の遅れ

始動性能の低下 不良

黒煙は、未燃焼カーボン（C）が、排出される際に起こる現象です。

一般的に言われる『不完全燃焼』であり、供給された燃料油量と

供給された空気量とのバランスが適正でないときに発生します。

燃料油量 > 吸気量


